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研究成果の概要（和文）：本研究では、音象徴性について代表的なBouba-Kiki課題を用い、日本語の健聴な成人
群と聴覚障がい者群とを対象に実施した。その結果、聴覚障がい者も健聴者と同様に丸い図形に対し、より鼻音
の子音を選択し、尖った図形に対し選択しないという、従来研究通りの傾向を示した。さらに同課題を、構音を
阻害した条件の下で調査を実施した。この結果、健聴者では大きく変化しなかったが、一方で聴覚障がい者では
大きく選択率が低下した。回答時の口腔内の状況が影響するということから、このことは、聴覚環境のみでな
く、構音トレーニングといった後天的教育による音象徴性への感受性の可能性を示唆する画期的な結果であると
いえる。

研究成果の概要（英文）：Uncovering the relation between form and meaning of words is important for 
understanding the nature and evolution of language. Form and meaning of words are associated not 
only by language-specific arbitrary conventions, but also by an intrinsic link, called sound 
symbolism, which reflects perceived resemblance between sound and properties of referents. Does one 
need to be able to hear sound to detect sound symbolism? Here, we show that one does not need to. 
Deaf-and-Hard-of-Hearing (DHH) participants, even those with profound hearing loss, could judge the 
sound symbolic match between shapes and words in the same way as hearing participants do, as long as
 DHH participants could move their tongue freely. This indicates that they detected sound symbolism 
via inherent resemblance between articulatory movements and shapes. This further suggests that 
linguistic symbols can emerge through iconic mapping between oral gesture and sensory experience of 
the world.

研究分野： 発達心理学

キーワード： 言語心理学　恣意性　非恣意性

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、聴覚障がい者が音象徴性を構音運動と関連づけて認識している可能性を示唆するものである。
これは、音象徴が言語の非恣意性に対し、音声が発せられる構音運動の側面から大きく寄与するという可能性を
改めて示している。言語を取り巻く諸分野である哲学・生物進化・言語発達・人類学・社会経済学などにおい
て、議論されてきた言語の恣意性・非恣意性に対し、実験結果という証拠を提示した点は学術的に意義深いもの
である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
言語体系における恣意性と非恣意性：ソシュールの『一般言語学講義』が出版されてから 100

年が経つが、言語において形式と意味がどのように結び付いているかという問題は、現代言語学
におけるホットトピックでもある。特に音と意味の非恣意的関係である音象徴は、Sapir (1929)
が示した前舌母音(例えば[i])と「小さい」の関係をはじめ、これまで様々な言語において検証さ
れている。また、Philosophical Transactions of Royal Society (2014)では“iconicity in language”
という特集が組まれ、そこでは確立した語類としてのオノマトペを持たない英語のような言語
体系でも、大規模コーパスのビッグデータで語音とそれが持つ意味の関係を見ると統計的には
「完全に恣意的だとはいえない」という結論が得られることが報告されている(Monaghan et al。 
2014)。研究代表者今井は、11 か月乳児が音象徴を検出する能力をもつことを脳波を測度にして
示し（Asano et al. 2015）、 前出の Phil. Trans.の特集号において、音と語の非恣意性が言語習
得の踏み台となるとする「言語習得における音象徴ブートストラッピング仮説」を提唱した(Imai 
& Kita 2014)。しかし、言語の形式―意味の恣意性・非恣意性の問題には未だ多くの問題が積み
残されている。第一に、言語体系内に非恣意性がどの程度、どのような分布で存在しているのか
という問題はほとんど検証されていない。また、形式―意味の非恣意性はしばしば言語発達と言
語進化に結び付けられて議論されているが (Imai & Kita 2014; Ramachandran & Hubbard 
2001)、子どもが非恣意性への依存度を減らし、恣意性の高い語彙の体系を習得していく過程に
ついてはほとんど研究がされていない。同様に言語の起源の議論の際にも原初的な言語が非恣
意的な記号から始まったことは多くの研究者が主張しているが(Arbib 2005)、言語の恣意性がど
のように創発し、語彙体系の多様化にどのような役割を果たしたのかについては実証的な研究
がされていない。また、言語の起源や進化に関する結論を導くには言語普遍的な傾向を抽出する
必要があるが、恣意性・非恣意性に関する従来の研究は英語を中心とするヨーロッパの諸言語や、
日本語・韓国語に限られていて、類型論的に多様な言語に及ぶ言語横断的な実験・調査はまだ実
施されていない。 
 
２．研究の目的 
言語における形式と意味の恣意的関係は、言語のもっとも重要な原則であり(de Saussure 

1916)、人間が世界の様々な事象を自由な形式で言い分けることを可能にする特性とされる。一
方で予てより、言語における語の形式と意味の間の非恣意性を指摘する研究も数多い(e.g., 
Jespersen 1922; Sapir 1929; Hinton et al. 1994)。本研究は、（１）言語が外界の対象の模倣か
ら発生した類像を起源とするとしたら、そこからどのように多様で複雑な、恣意性の色濃い言語
体系が創発したのか、（２）この創発の過程で恣意性と非恣意性がどのように役割分担を行って
きたのか、（３）恣意性・非恣意性の役割分担をもたらす脳の基盤はどのようなものかという問
いを明らかにするために、言語学、フィールド言語学、認知・脳科学を融合させてアプローチす
る。普遍性の一方で、非恣意性に関連し、個別的の言語が持つ音象徴性について、調査実験によ
り明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、音象徴性について代表的な Bouba-Kiki 課題の調査を行った。実験協力者には、
紙に印刷した丸い図形と尖った図形の 2 種類（図 1）を提示し、それぞれの図形に（ブーバ、キ
キを含む）38 語の新規語の当てはまりについて、〇△×のいずれかで回答してもらい、図形に
対する各語の当てはまりの良さを調査した。データ分析においては、〇の選択率をデータ化し、
各図形に対するあてはまりの良さとして分析を進めた。 

 

(a)                              (b) 

    
図 1：提示した図形 (a)丸い形の図形。(b)尖った形の図計 



 
調査は実験 1、実験 2 と 2 回に分けて実施した。実験 1 では、調査を上記 2 種類の図形に対

して 38 語のあてはまり回答を書面で行い、回答時に何ら拘束条件をつけなかった。それに対し、
実験 2 では、口腔内で構音運動を行うスペースを作らないようにして、実験 1 と同様に書面で
回答してもらった。実験 2 では回答時の実験協力者の構音運動の阻害の影響を調べるため、2 種
類の条件を設定し、それぞれの条件にランダムに実験協力者を割り振った。設定した条件 1 で
は、口全体、条件 2 では顎の動きを阻害するようにするため、図 2 のように条件 1 では、スプ
ーンを口に入れた状態、条件 2 ではスプーンを唇で挟んだ状態で回答してもらった。 

 
４．研究成果 
 実験 1 では、36 名の日本語健聴な成人群と 34 名の聴覚障がい者群（Deaf and Hard of Hearing 
(DHH)）とを対象に行った。その結果聴覚障がい者も健聴者と同様に丸い図形に対し、より鼻音
の子音で始まる語に対して〇を選択し、尖った図形に対し選択しないという傾向や、尖った図形
に対して有声の軟口蓋音で始まる語の〇の選択率が高いという結果を示した。これは、従来研究
において知られてきた各図形に対する音象徴的な特徴と合致という結果であった。このことは、
聴覚環境のみでなく、構音トレーニングといった後天的教育による音象徴性への感受性の可能
性を示唆するものであり、大変示唆に富んだ結果である。 
さらに実験 2 により、別の日本語健聴な成人群 61 名と聴覚障がい群 32 名を、条件 1 と条件

2 にランダムに割りふり結果を得た。その結果、健聴者では阻害条件の効果は条件 1 と条件 2 ど
ちらの場合も、特定の語に対してではなく、全体的な選択率の低下を起こし、実験 1 の結果との
選択率の相関係数も高く同様の選択結果であった。その一方で、聴覚障がい者においては、両条
件ともに選択率が下がるが、口全体の構音調整ができない条件 1 において、丸い図形に対する
鼻音で始まる語の選択率が大きく低下するなどして、実験 1 の健聴者群の結果と選択率の相関
係数が減少する結果となった。この結果は、回答時の口腔内の状況が影響するということから、
聴覚障がい者が音象徴性を構音運動と関連づけて認識している可能性を示唆する画期的な結果
であるといえるものであり、語についての音象徴性が何に起因して生じるのかという議論に大
きな知見を提供するものである。本研究結果は現在論文誌に投稿中であり、近日成果公開される
予定である。 
 
 

(a)                              (b) 

 

図 2：(a)条件 1 では、スプーンを縦に置くまで入れ、顎だけでなく舌

の動きができない状況にして、口全体の構音運動を阻害する。(b)条件

2 では、スプーンを横にくわえ顎の動きの、舌は動く 
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